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子育て

中
野
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　
子
育
て
の
「
援
助
を
受
け
た
い
方
」
と

「
援
助
を
行
い
た
い
方
」
が
会
員
と
な
り
、

仕
事
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
子
ど
も
の
世
話
が

で
き
な
い
際
に
、
会
員
間
で
子
育
て
の
手

助
け
を
す
る
中
野
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
援
助
活
動
の
内
容

・
保
育
施
設
な
ど
へ
の
子
ど
も
の
送
迎

・
日
曜
、
祝
日
に
子
ど
も
を
預
か
る

・
保
育
施
設
の
開
始
前
、
終
了
後
に
子
ど

も
を
預
か
る

・
外
出
、
冠
婚
葬
祭
、
通
院
時
な
ど
に
子

ど
も
を
預
か
る

○
登
録
に
つ
い
て

　
中
野
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
事
前

に
会
員
登
録
が
必
要
で
す
。

・
依
頼
（
お
願
い
）
会
員
　
市
内
在
住

で
、
生
後
３
か
月
～
小
学
校
３
年
生
ま

で
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
方

・
提
供
（
ま
か
せ
て
）
会
員
　
健
康
で
自

宅
で
子
ど
も
を
預
か
る
こ
と
の
で
き
る

方
（
特
別
な
資
格
は
い
り
ま
せ
ん
）

・
両
方
会
員
　
依
頼
会
員
と
提
供
会
員
の

両
方
の
要
件
を
備
え
た
方

○
登
録
先
（
次
の
い
ず
れ
か
の
場
所
）

　
北
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
中
央
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
豊
田
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
、
子
育
て
課

○
利
用
手
順

①
依
頼
会
員
は
、
子
ど
も
を
預
け
た
い
日

時
・
内
容
を
子
育
て
課
に
連
絡
す
る
。

②
子
育
て
課
は
、
提
供
会
員
と
連
絡
調
整

し
、
援
助
活
動
の
依
頼
を
す
る
。

③
依
頼
会
員
と
提
供
会
員
の
間
で
、
事
前

に
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
後
、
援
助
活

動
を
行
う
。

④
料
金
は
依
頼
会
員
が
提
供
会
員
に
直
接

支
払
う
。
　

○
１
時
間
当
た
り
の
利
用
料
金
（
年
齢
は

４
月
１
日
現
在
）

・
３
歳
未
満
７
０
０
円

・
３
歳
以
上
６
０
０
円

○
そ
の
他

　
万
が
一
の
事
故
に
備
え
、
市
で
保
険
に

加
入
し
て
い
ま
す
。

※
ご
依
頼
の
日
時
な
ど
に
よ
り
、
ご
希
望

に
沿
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

子
育
て
課
子
ど
も
支
援
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
５
６
）

特
定
疾
病
患
者
等
激
励
金

福祉
　
市
で
は
、
11
月
１
日
現
在
で
市
内
に
住

所
の
あ
る
特
定
疾
病
患
者
な
ど
に
対
し

て
、
中
野
市
特
定
疾
病
患
者
等
激
励
金
を

支
給
し
ま
す
。

○
支
給
対
象
者
（
次
に
該
当
す
る
方
）

①
人
工
透
析
患
者

②
特
定
疾
患
医
療
受
給
者

③
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受
診
者

※
た
だ
し
、
次
の
助
成
・
慰
労
金
な
ど
の

支
給
を
受
け
て
い
る
方
は
、
支
給
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

・
在
宅
福
祉
支
援
事
業
通
院
費
等
助
成

・
重
度
心
身
障
害
児
（
者
）
介
護
慰
労
金

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
奨
励
給
付
金

○
申
請
期
限
　
1０
月
３1
日
㈮

○
支
給
額
（
年
額
）

・
市
民
税
非
課
税
世
帯
　
１
万
円

・
市
民
税
課
税
世
帯
　
５
千
円

○
申
請
方
法　

所
定
の
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
該
当
す
る
受
療
証
、

受
給
者
証
ま
た
は
受
診
券
の
写
し
を
添

付
し
、
福
祉
課
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

①
各
健
康
保
険
機
関
が
発
行
す
る
特
定
疾

病
療
養
受
療
証

②
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

③
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受
診
券

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
９
４
）

１０
月
は
里
親
月
間
で
す

子育て
　
子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
し
て
い
く
た

め
に
は
、
温
か
い
家
庭
が
大
切
で
す
。
し

か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら
実
親
と
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
が
い
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
子
ど
も
を
自
分
の
家
庭
に

迎
え
入
れ
、
一
緒
に
過
ご
す
中
で
新
し
い

絆
を
結
び
、
里
親
と
し
て
一
緒
に
子
育
て

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　「
里
親
制
度
」
は
児
童
福
祉
法
に
基
づ

い
た
制
度
で
す
。
関
心
を
お
持
ち
の
方
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

長
野
県
中
央
児
童
相
談
所

☎
０
２
６
（
２
３
８
）
８
０
１
０

子
ど
も
相
談
室
子
ど
も
相
談
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
７
７
・
２
７
８
）
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人
権
問
題
に
対
す
る
理
解
と
意
識
の
高

揚
を
図
り
、
人
権
問
題
の
解
決
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
に
、「
差
別
を
な
く
す
市
民

集
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

○
期
日
　
11
月
２５
日
㈫

○
時
間
　
午
後
６
時
～
７
時
３０
分（
予
定
）

○
会
場
　
市
民
会
館
ホ
ー
ル

○
講
師
　
蓮は

す
い
け池
薫か

お
る

さ
ん
（
新
潟
産
業
大
学

経
済
学
部
准
教
授
）

○
演
題
　「
夢
と
絆
」

○
主
催
　
中
野
市
、中
野
市
教
育
委
員
会
、

開催

２
０
１
４

中
野
市
あ
ら

ゆ
る
差
別
を

な
く
す
推
進

協
議
会
、
中

野
市
企
業
人
権
教
育
推
進
協
議
会

※
な
お
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
広

報
な
か
の
11
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

人
権
・
男
女
共
同
参
画
課(

中
野
市
人
権

セ
ン
タ
ー
内)

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
４
６
）　

差
別
を
な
く
す
市
民
集
会

▲昨年度の様子

開催

認
知
症
を
考
え
る
会

　
認
知
症
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
と
具

体
的
な
対
応
方
法
を
学
び
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

「
第
８
回
認
知
症
を
考
え
る
会
」
を
開
催

し
ま
す
。

　
当
日
は
、認
知
症
介
護
指
導
者
で
あ
り
、

日
々
介
護
現
場
の
最
前
線
で
奮
闘
さ
れ
て

い
る
宮み

や
じ
ま島

渡わ
た
る

さ
ん
を
講
師
に
お
招
き
し
、

介
護
現
場
で
の
実
体
験
や
地
域
づ
く
り
に

つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

　
新
た
な
発
見
や
ヒ
ン
ト
が
見
つ
か
る
良

い
機
会
で
す
の
で
、
大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
日
　
11
月
16
日
㈰

時
間
　
午
前
1０
時
～
11
時
３０
分

場
所
　
豊
田
文
化
セ
ン
タ
ー
　
多
目
的

ホ
ー
ル

講
師
　
宮
島
渡
さ
ん
（
高
齢
者
総
合
福
祉

施
設
ア
ザ
レ
ア
ン
さ
な
だ
常
務
理
事
・
総

合
施
設
長
）

問
い
合
わ
せ
先

高
齢
者
支
援
課
介
護
予
防
包
括
支
援
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
６
６
）

▲昨年度の様子

第
８
回

開催 楽器クリニック＆ミニコンサート
　ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団首席奏者を務めたペーター・シュミードル氏による「楽器クリニッ
ク＆ミニコンサート」を開催します。
　ホクト文化ホール（長野県県民文化会館）の協力のもと、世界の一流奏者の演奏を鑑賞いただく絶好の
機会です。また、市内の中学校、高等学校の吹奏楽部員をペーター・シュミードル氏が直接レッスンする
様子も公開いたします。大勢の皆さんのご来場をお待ちしています。

期　日　11 月 1０ 日㈪
時　間　午後５時 ３０ 分（開場）
会　場　市民会館ホール
出　演   ペーター・シュミードルさん（クラリネット）
　　　　深

ふ か さ わ

沢雅
ま さ み

美さん（ピアノ）
入場料　無料
　　　　※未就学児の入場はご遠慮ください。
内　容　①楽器クリニック（午後６時～７時）
　　　　　市内の中学校、高等学校の吹奏楽部員が
　　　　　レッスンを受講します。なお、レッスン
　　　　　は聴講できます。
　　　　②ミニコンサート（午後７時 1５ 分～８時）

問い合わせ先　文化スポーツ振興課文化振興係　☎（22）2111（内線３９４）

ペーター・シュミードル（クラリネット）
オルミュッツ（現在のチェコ共和国）生まれ。
祖父、父、本人と３代にわたりウィーン・フィ
ルハーモニー管弦楽団のクラリネット奏者
をつとめる。ウィーン・フィルの事務局長
を ２００1 年から５年間歴任し、ウィーン国立
劇場から ２００6 年９月にはドゥイヤン（長老）
の称号を授与される。

長野市出身。ＰＴＮＡピアノ・コンペティショ
ン特級デュオ部門全国大会において奨励賞・
ソニー賞を受賞。現在、桐朋学園大学音楽学
部附属「子どものための音楽教室」長野教室、
長野県小諸高等学校音楽科、ヒオキ楽器、や
まぎし学院講師を勤める傍ら、ソロ、室内楽、
デュオなど演奏活動を行っている。

深沢雅美（ピアノ）

プロフィール


